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 15 

【お願い】 16 

この原稿がはまりそうな投稿先を探しています。また，まだ全然できていない考察をもっと17 

エレガントにしていただける共著者を探しています。その他コメントも含めて，是非，岩崎18 

（yuichiwsk@gmail.com）までご連絡ください。なお，共著者の皆さんの許可なく web 上19 

にあげていますので，苦情が来たら，取りさげるかもしれません（その時はそっとしておい20 

てください）。  21 



1．はじめに 22 

 右利き，左利きという概念や言葉はなじみ深いだろう。興味深いことに，人間だけでなく，23 

魚類や爬虫類（例えば，ヘビ），カタツムリなどにも左右性があることが知られている(Hori 24 

1993; 細将貴 2012)。では「川はどちらに曲がりやすいのだろうか」，あるいは「日本では25 

どちらに曲がった川が多いのだろうか」という素朴な疑問が，本稿で報告する分析を始めた26 

きっかけである。そこで我々は上記の疑問に１つの回答を用意することを目的に，後述する27 

左右性の定義を用いて，一級水系の本川を対象とした分析を行った。 28 

 なお，タイトルが示すように本稿で行った解析はあくまで試行的なものであり，上記の疑29 

問に対して明確で単一の解を提供しようと意図したものではない。しかしながら，本解析結30 

果が，地質学的に興味深い可能性があること，さらにはより綿密な研究の契機になればと考31 

え，ここに報告する。 32 

 33 

2. 方法 34 

 国土交通省のホームページにおいて [URL1]，河川整備基本方針（PDFファイル）が公35 

開されている 109 の一級水系を対象とし，各ファイルに掲載されている流域地図を用いて36 

解析を行った。左右性（川がどちらに曲がっているか）の判断には，本稿では便宜的に以37 

下のように定義した（図 1）。まず，源流から河口まで直線を引き（中心線と呼ぶ），その38 

中心線と河川ラインで囲まれた部分の面積を imageJ [URL2]を用いてそれぞれ計算した。39 

次に，源流を上側から河口を下側とし，源流から河口に向かって，中心線から左側および40 

右側にある面積をそれぞれ別に合計し，左側の合計面積が大きいものは源流から河口にか41 

けて右側に曲がっている（右曲がり）とし，逆に右側の面積が大きい場合は，左曲がりと42 

定義した（図１）。わかりにくいが，源流側から河口を俯瞰した場合，左側に大きく曲が43 

っている河川が左曲がり，右側に大きく曲がっている河川を右曲がりと定義していること44 

になる。結果の可視化には QGIS 2.2.0を用いた。 45 

 源流を厳密に定義することは難しいが，河川整備基本方針の本文中に記載されている源46 

流に関する情報も確認し，本解析では２河川除くすべての河川において取得した流域地図47 

に描かれている本川流路の最上流地点とした。渚滑川水系と多摩川水系については，48 

“源”（それぞれ天塩岳，笠取山）と本川最上流が著しく乖離していたため，それぞれの49 

源を源流と仮定して分析を行った。また，分析上の源流を，本文に記載されている源にす50 

るか，本川流路の最上流地点にするか，によって左右性の結果が変化することも事前に想51 



定された。そのため，そのような可能性が予想された水系について無作為に追加的な分析52 

を実施し，左右性は変化しないことも確認した（例えば，六角川水系）。なお，解析に用53 

いた画像ファイル及び出力した結果の Excelファイルは XX から落手可能である（未着54 

手）。 55 

 56 

3. 結果とまとめ 57 

 対象とした 109 河川のうち，左曲がりと判断された河川は 57 河川（52%），右曲がりは58 

52 河川（48%）であった。すなわち，本報告における左右性の定義で判断すると，概ね左59 

曲がりと右曲がりは等しい割合で存在していると言える。また，片側の合計面積が他方の合60 

計面積の 1％未満となった（すなわち，片側の面積が他方を大きく上回る）河川は，左曲が61 

り・右曲がりと判断された河川群の中でそれぞれ約半分程度を占めていた（それぞれ 52，62 

56%）。 63 

 得られた各流域の左右性を日本地図に描いた結果，特定の地域に特定の曲がりが偏って64 

存在しているようにも見受けられた（図 2）。例えば，左曲がりは北海道，関東北部から東65 

北地方，四国南部，九州北部に集中的に分布しているように見える。実際に，各流域（ポリ66 

ゴン）の隣接状態を用いてその偏りを調べた結果（R のパッケージ“spdep”の関数67 

joincount.test を使用），左曲がりの水系の周りには統計的に有意に左曲がりが多いことが68 

示唆された（p=0.038）。他方，右曲がりについては統計的に有意な傾向は得られなかった69 

（p=0.43）。 70 

 河川の流路の形状は，山のでき方や傾斜，山地の配列など地質・地形学的な要素によって71 

大きく決まると考えられる。そして，それらの要素は日本列島の形成過程の影響を強く受け72 

ているだろう。本川のみを対象に解析を行ったこと，左右性の定義に議論の余地があること73 

など，本解析の方法や結果にはまだまだ議論の余地が残るため，十全な説明はできないだろ74 

うが，本稿で示したような河川の曲がりの全国的な分布の偏りが地質学的にある程度説明75 

できれば，興味深いだろう。 76 
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 82 

図 1. 左右性の評価方法 83 

中心線と河川ラインで囲まれた，源流から河口に向かって右側の面積（グレー）と左側の面84 

積（白）の和を比較した。 85 

  86 



 87 

 88 

図 2．水系ごとの左右性の地図化 89 

黒の水系は左曲がり，グレーは右曲がり，白抜きはデータがないこと意味する。左右性の定90 

義については本文及び図 1 を参照。 91 
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